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り充実した機能を備えながら、多様で豊
かなイメージを発する空間になるはずだ。

機能一辺倒の代名詞のように言われて
いたオフィスが、実はイメージ一辺倒で
あるとすれば皮肉なことである。むしろ
もっと機能にこだわった方が、結果的に
は豊かで快適な空間になるかもしれない
のだから。」　　

（2000年秋、ECIFFO37号編集後記より）

●
これを書いてからもう10年が経っているが、

状況はさほど変わってないようにみえる。そも
そも、以前は筆者も「形式的なイメージ重視」
とは認識していなかった。しかし現実は、「こ
んなに狭いのだから効率的に違いないし、仕事
重視で作られているのだから機能的なはずだ」
と思い込んでいただけなのだろう。

この連載では、こんな「思いこみ」を念頭
に置き、海外の先進オフィスの事例を参照し
ながら、日本のオフィスインテリアについて
再考してみたい。地域文化やビジネス文化な
ど異なった文脈の下で成り立っているものは
そのまま参考にはならない、と言われること
も多いが、だからこそ、思い込みを無くしそ
こから学びうる気付きを与えてくれるはずだ。
初回は、上述のような形式的表現の弊害につ
いて考えてみよう。

・はじめに

筆者は以前に以下のような短文を書いたこと
がある。

「 最近、『日本のオフィスはどうしてな
かなか変わらないのか？』との質問を受
けた。いろいろ理由は考えられるが、意
外と高いハードルとなっているのが、イ
メージへのこだわりではないかと思う。

『没個性的で形式的なオフィスのどこ
が？』と言われるかもしれない。しかし、
実はこの『没個性的で形式的』に見える
ことにこだわっているのだ。組織のヒエ
ラルキーや職階のステイタスを明確に表
現し、空間の配分や仕上げを平等にしよ
うとする。多様な業務活動を支える作業
空間の機能性よりも、伝統的な意味の表
現に注意を払った、まさにイメージ重視
の形式的なインテリアである。

だとすると、ノンテリトリアル・オフ
ィスの導入はオフィスの機能向上の有効
な手段なのかもしれない。誰もが特定の
空間を所有しなければ、ステイタスの提
示や面積の平等性といったことが無意味
になるからである。オフィス空間の資源
を業務活動のニーズに応じて全体視点で
再配分し、さまざまな用途の空間を創り
出す。人々はその中を適業適所で移動し
ながら働く。結果的には、全体としてよ
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・「何をするか」に基づくデザイン

Andersen Worldwide Services（注１）が
1996年にシカゴでのオフィス移転の際に実現
したのは、「誰が使うか」に応じて空間を配分
する伝統的なオフィスから、「何をするか」に
基づいて多様な機能空間を混在させるアク
ティビティ・セッティング型のオフィスへの
転換であった。

1,100人が移転したこのオフィスの変化を最
も象徴していたのはC FOの席だろう。以前の
オフィスはまさに役員室。個室に会議室やバ
スルーム、秘書エリアを含む、75 ㎡の専用空
間だった。それが新オフィスではわずか 4 ㎡
にも満たないオープンワークステーション
（写真１）。隣接するアシスタントの席も同じ
仕様である。それ以外のスタッフの席も、概
ね同程度のワークステーションだが（写真２）、
その仕様は仕事のしかたによって決まる。不
動産戦略担当のマネジャーは仕事柄出張が多
く、専用席を持たないノマディック・スタイル
だが、その部下の経理担当者は書類が多く集
中作業も多いため個室に入っている、といっ
た具合である。その他には、オープンミーティ
ングスペース（写真３、４）やさまざまな規模
の会議室（写真５）、あるいは集中作業用の共
用個室（写真６）が、個人席の近隣区域ごとに
分散配置された。誰もがその時の作業や行動
に応じて各種セッティングを臨機応変に使い
分けられる環境が整備されたわけである。そ
れでも、移転前と比較すると、総占有面積に

１）：Andersen Consulting（現 Accenture）
とArthur Andersenからなるアンダーセン・
グループに対して、グローバルレベルで財務
計画・人材開発・不動産戦略などを支援し
ていた内部コンサルティング組織。
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おいて30％の削減を実現していたのである。

・仕事と空間のミスマッチ

組織内での地位や権威をワークステーショ
ンによって表現することは、ほとんどのオフ
ィスのなかに存在しながら、たとえそれが仕
事のニーズに反していても再検討されること
の少ない項目の一つに挙げられるだろう。

日本のオフィスワーカーにとって身近な一
例は、椅子が肘付きかどうかが、それに座る
人が管理職かどうかを示す目印になっている
ことだろうか。最近では、人間工学的な配慮
からエルゴノミックチェアが導入されるケー
スは増えているが、それでもすべてのワーカー
に肘付き椅子を提供することには躊躇もある
と聞く。しかし、全て肘付きに統一すること
は、特にデスクワークが多く在席時間の長い
ワーカーにとって機能上は望ましく、標準化
という点で管理上も効率的である。

もう一つの代表的なステイタス表現のアイ
テムはデスクのサイズである。だから下位の
ワーカーのために業務ニーズに応じて必要な
広さの作業面をもったデスクを配置しようと
しても、それが上位のワーカーのものより大
きくなる場合には、その要求が受け入れられ
ることは多くないだろう。おそらく、多くの
人々が「デスクのサイズはそれを使う人の業
務ニーズに応じて計画されるべきである」と
考えているにも関わらず（図１参照）、現実に
は職種別よりも職階別の違いに注意を払って
いるケースが多いようである。

最近の日本のオフィスにおいては、対向島
型のデスクレイアウトを、ベンチタイプの一
体型天板などで構成し、すべてのデスクを標
準化し統一する例が多く見られるようになっ
た。これは組織の変化に伴う空間の変化を不
要にし、フレキシビリティを向上させること
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が大きな目的だが、同時にステイタス表現の
希薄化にもつながっている。しかし、職種に
よる在席率や道具の違いなどのニーズの違い
を、必ずしも吸収できているとは言い難い。

さらには、こうした標準化レイアウトが採
用されたオフィスでも、窓際の役職者席は残
っていることが多い。この席は他の席よりも
さらに広く、独立しているために占有面積も
大きくなる。しかし、多くの場合、その席の
人は会議や外出のために不在がちなのが現実
だろう。さらに、そうした席を与えられてい
る役職者達の多くは、秘書やアシスタントを
使い、自分で管理している書類や道具の少な
い人たちである。加えて、今日ではオフィス
ワーカーの席外しを難しくしていた電話は携
帯され、コミュニケーションに多用されるＥ
メールにはどこからでもアクセスできる。つ
まり、そうした席を成り立たせるための「機
能的」な理由は見あたらない。

そして、在席率が低く、機能的要求の少な
いオフィスワーカーのために、窓際の良好な
環境の場所に、通常よりも広い専用空間を確
保することは、決して効率的ではない。

・効率と機能の阻害要因

効率的かつ機能的なこと。オフィスづくり
において誰もが目指すことだろう。しかし、
何の効率を上げたいのか、どんな機能を充実
させたいのかについて明確な方針がないと、

相反する要求のバランスを失うなうこ
ともある。

先に挙げた例に関連するところでは、
空間効率とフレキシビリティ機能の向
上のためのワークステーションの標準
化は、業務と行動のニーズの多様性に
対応できないことで仕事の効率を下げ
たり、ワーカーの個別ニーズに対応す

る機能を低下させたりすることにもつながる
のである。

もちろん、空間によるステイタスの表現が、
かつてのオフィス空間において重要であった
であろうことは想像できる。組織のトップを
表す言葉「Chairman」にも表現されている
ように、椅子は古来から権威の象徴であった。
そうした表現が今日のオフィスにおいて全く
不要というわけでもない。しかし、そうした
要求と、今日求められるような機能や効率を
両立させる解決策は他にもあり、形骸化した
表現を続けるための根拠にはなり得ない。

異なる論理に基づいて極めて合理的にデザ
インされたオフィス空間を訪れ、それらが決し
て単調で無機質な環境でないことを実感する
とき、冒頭の「編集後記」でも触れたような自
身を縛る既成概念の存在をあらためて思い起こ
させられる。そのことに気付くことが、そこ
から抜け出すための第一歩ではないだろうか。
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図１：オフィス計画のポリシーに関する意識（参考文献２、３のデータから作成）

２）Froget t , C. (1985) . The Effect  of Corporate Space and Furnishings
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thes is . Cornell Univers it y , Ithaca, NY
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